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● オープンミーティング（利用者もスタッフも参加するHyggeの運営会議）
● 目的）Hyggeの運営について利用者と相談する。Hyggeの備品を、利用者の声が反映できる公開されたプ
ロセスによって決める。

● 備品についての意見）クッションを追加で設置する意見の背景として、床に座っていると足やお尻に痛み
を感じていたことがわかった。利用者からはカーペットを敷くアイデアも出てきた。

○ 漫画についての意見）利用者やスタッフから提案のあった10の漫画について、利用者が考えた内容でプレ
ゼンを実施。投票の結果に沿って購入する漫画を決定した。

● おにぎりイベント

○ 目的）利用者からの「おなかすいた」という声が複数あがっていた。全員が参加しやすい状況でお腹を満
たす。利用者の家庭状況などの背景を把握する。

○ 結果）家庭状況が心配な子も参加し、おにぎりを食べられている。一部の子から家庭状況を聞けた。
● スポーツイベント

○ 目的）運動する機会が限られている利用者が思いっきり体を動かす機会を作る。

■ 複数の利用者が学校に行っておらず、体育の授業や部活を通じて運動する機会にアクセスしづらい
背景あり。

○ 結果）今まで2回実施。当日は15~25名の利用者が参加し、バレー・バスケ・バドミントンを楽しんでいる。
お互いに励まし合いながら取り組む様子が見られた。運動をした後にHyggeのおにぎりイベントでお腹を
満たす利用者もいた。

3. Hyggeの取り組み（イベント運営）

Hyggeでは、若者のニーズに合わせてイベントを実施しています。
季節のイベント、若者同士の交流など毎月6回ほど開催しています。








